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2050 年  
世界の死因 

 

 



 

感受性菌 

耐性菌 
（AMR菌） 



 

https://amr-review.org/background.html

抗菌薬の使用と 
耐性には高い相関 
がある 



You use it, you lose it.

抗菌薬を使うと 
（耐性菌が増え） 
抗菌薬を失う 

耐性菌 抗菌薬が 
効かない 

治療 
できない 

予防 
できない 

感染症が 



治療 
できない 

予防 
できない 

どうなる？？ 



抗抗菌薬がない世界 
•  肺炎や尿路感染症でもバンバン人が死ぬ 

•  人工物挿入は命がけ（静脈留置カテーテル，
尿道カテーテルですらも） 

•  手術部位感染が増加，手術はハイリスク 

•  周産期の感染症も増加し出生率低下 

•  がん化学療法も命がけ 
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2013年の経口抗菌薬の使用割合 
•  マクロライド系薬：33% 
•  セファロスポリン系薬：27% 
　（うち 80% は第 3 世代） 
•  フルオロキノロン系薬：19% 

上記 3 薬剤で全体の約 80% を占める． 
（AMR対策アクションプラン (2016-2020) より） 

経口セファロスポリン薬といえば 
抗菌薬 Bioavailability 

セファレキシン（ケフレックス®） 99% 

セフジニル（セフゾン®） 16% 

セフジトレン（メイアクト®） 14% 

セフポドキシム（バナン®） 50% 

セフィキシム（セフスパン®） 50% 

セフカペン・ピボキシル 
（フロモックス®） 不明（20-30%?） 





感染症 抗菌薬（使うとしたら） 

咽頭炎 アモキシシリン（AMPC） 

副鼻腔炎 AMPC 

中耳炎 AMPC 

気管支炎 
（COPDなど） 

不要，（AMPC） 

肺炎 
（非定型肺炎） 

AMPC, アモキシシリン・クラブラン酸 
(アジスロマイシン，ミノサイクリン) 

尿路感染症 ST合剤 

腸炎 原則不要 

蜂窩織炎 
創部感染予防 

セファレキシン 
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尿

経口第3世代セファロスポリン系薬 
の出番なし！！ 



経口第3世代セフェム系



かぜに抗菌薬を使うメリット（？） 

NNT 12255 

NNT 4000 

上気道炎後の肺炎 
咽頭炎後の扁桃周囲膿瘍 
中耳炎後の乳突蜂巣炎 
を1人予防するのに・・・ 
（以下同文） 

かぜ後の肺炎を1人予防するのに 
12255処方必要 

 Ann Fam Med 2013;11:165-72 
 BMJ 2007;335:982 
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キノロンの出番ほとんどなし！！ 

使える抗菌薬を未来に残すために 

耐性菌による死亡を減らすために 
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2016年４月15日 
 
 各 位 

薬剤部／薬品情報室（ＤＩ室） 
 
 

ＤＩ・BOX＃０８６１ 
 
 

「バイシリンG顆粒40万単位」の出荷調整について 
 
 

 持続性経口ペニシリン製剤「バイシリンG顆粒40万単位」（MSD）は、原薬を製造して
いた工場の老朽化に伴い、他の製造工場へ供給元の切り替え手続きを行ってきましたが、
切り替え先として薬事手続きを行っていた製造工場が、環境問題等外的要因で操業許可が
得られず新たな供給元の選定が必要となりました。 
 現在、本剤の供給は停止しており、2018年初めまでは新たな原薬が入手できない状況です。 
 
 本剤には下記の効能・効果がありますが、流通在庫が限られることから、原薬の製造が
再開され供給が安定するまでの間は、代替できる薬剤がない「リウマチ熱の発症予防」に
限定して使用するよう製造販売会社から依頼がありました。 
 
 これを受け、当院では本剤を患者限定薬として取扱いますので、本剤を処方される際は、
適応症の確認を含め薬剤部医薬品情報室までご連絡いただくようお願いいたします。 
 
 また、新しい情報が入り次第、お知らせ致します。 
 

オーダ名 バイシリンG顆粒40万単位 

成分名、規格 日本薬局方 ベンジルペニシリンベンザチン水和物、40万単位／１g 

効能・効果 

〈適応菌腫〉 

ベンジルペニシリンに感性のレンサ球菌属、肺炎球菌、梅毒トレポネーマ 

〈適応症〉 

リンパ管・リンパ筋炎、咽頭・喉頭炎、扁桃炎、急性気管支炎、肺炎、慢性呼吸

器病変の二次感染、梅毒、中耳炎、副鼻腔炎、猩紅熱、リウマチ熱の発症予防 

区分 処方／院外 

＊詳細・不明な点につきましては医薬品情報室（3194）までお問い合わせください。 

＊「DI・BOX」は電子カルテ（EGMAIN）の掲示板およびイントラネットで参照・検索できます。 

持続性経口ペニシリン製剤「バイシリンG顆粒40万単位」（MSD）は 原
いた工

すので、本剤を処方される際は、
適応症の確認を含め薬剤部医薬品情報室までご連絡いただくようお願いいたします。
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